
令和２年度当初予算主要事項説明 

款（総務費）・項（総務管理費） 

事業名 庁舎等管理事業 

予算額 ２５，５７３千円 新規・継続の別 新規・継続 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

台風１０号により本郷コミュニティセンター、消防詰所の屋根から

雨漏りが発生し、屋根防水改修工事を行う必要がある。 

童仙房公民館、野殿公民館の空調の新設を行う。 

庁舎の日直業務、職直業務について南山城村シルバー人材センター

に委託を行う。 

庁舎の電話機が更新後１０年経過しており、電話機本体の生産が中

止され、今後修理することができないため、電話機の更新を行なう。 

庁舎２階の電算室の空調が故障しているため、改修を行う。 

 

≪実施内容≫ 

【需用費】                   １，８４２千円 

消耗品費（電球等）                 ２２６千円 

光熱水費（ふれあいの森等）             ７６６千円 

修繕料（庁舎等）                  ８５０千円 

 

【役務費】                   ５，０００千円 

浄化槽水質検査（庁舎等）               ３８千円 

施設除草費（南山城小学校等）          ４，９６２千円 

 

【委託料】                   ６，５９９千円 

消防点検（庁舎等）                 ６２８千円 

浄化槽維持管理                   ７４１千円 

宿直・日直業務                 ５，０９８千円 

庁舎機械警備                    １３２千円 

 

【使用料及び賃借料】              ３，５２９千円 

高度情報ネットワーク利用料              ７８千円 

土地借上料                   ３，４５１千円 

 

【工事請負費】                 ８，６０３千円 

本郷コミュニィセンター他屋根防水改修工事    ３，１０２千円 

庁舎電話設備更新工事              ２，４２０千円 



電算室空調改修工事                 ７７０千円 

童仙房公民館空調新設工事              ８２５千円 

野殿公民館空調新設工事               ７０９千円 

村長室フローリング改修工事             ７７７千円 

担当課 総務課 

 

 



令和２年度当初予算主要事項説明 

款（総務費）・項（総務管理費） 

事業名 電算管理事業 

予算額 ７６，５８３千円 新規・継続の別 新規・継続 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

令和２年６月に施行される番号法制度の改正により地方税、国民健康保険、介

護保険のデータ標準レイアウト改正がされるためシステム改修を行う。 

また国が管理する中間サーバが東西に分割されるため、統合宛名システムの改

修を行う。 

また母子保健、予防接種事務においてデータ連携が開始されるため、健康管理

システムを導入する。 

戸籍法の一部改正、デジタル手続法の施行により、戸籍事務においてもマイナ

ンバー制度の導入が予定されているため、住民基本台帳ネットワークシステムと

戸籍総合システムと連携を行うためシステム改修を行う。 

市町村基幹業務支援システム（福祉系）の LGWAN-ASP での移行を行う。 

 

≪実施内容≫ 

【旅費】                            ５０千円 

会議出席に伴う旅費                       ５０千円 

 

【需用費】                          ７００千円 

消耗品購入（印刷機トナー外）・修繕費               ７００千円 

 

【役務費】                      １，５３４千円 

京都デジタル疎水接続料等                 １，５３４千円 

 

【委託料】                       ５１，７９９千円 

番号法改正に伴うシステム改修               ５，２６６千円 

住民基本台帳ネットワークゲートウェイサーバデジタル手続法対応 

２，２４４千円 

戸籍法改正に伴うシステム改修               ６，７２１千円 

市町村基幹業務支援システム（福祉系）更新作業       ５，４６７千円 

健康管理システム導入作業                 ６，６２２千円 

個人住民税税制度改正に伴うシステム改修            ５８５千円 

オンライン資格確認等の実施に伴うシステム改修         １４５千円 

その他制度改正に伴うシステム改修               ５１３千円 



京都府土木積算システム保守                １，１００千円 

例規・法令サポートシステム運用保守            ２，００２千円 

市町村基幹業務支援システムに関する保守          ６，５３０千円 

住民基本台帳システムに関する保守                        １，４７２千円 

基幹系システムに関する保守                 ５，２８８千円 

団体内宛名統合連携サーバに関する保守            １，９０２千円 

LGWAN 接続系システムに関する保守               ３，３００千円 

戸籍総合システム機器保守                   １，９８０千円 

障害福祉システム保守                      ２２２千円 

共同徴収支援システムに係る連携データ突合作業          ２２０千円 

電算機器撤去廃棄                        ２２０千円 

 

【使用料及び賃借料】                     ６，７４２千円 

戸籍総合システム機器導入諸経費                ３，１７５千円 

戸籍総合システム使用料                    １，３９８千円 

広域データバックアップサービス利用料               １３２千円 

コンテンツマネージメント利用料                  ５１５千円 

LGWAN ASP サービス(ウィルス対策パターンファイル更新)      １６７千円 

LGWWA 接続系システム運用経費                   ９４７千円 

地方公開標準ソフトウェア関連サービス利用料            ２１０千円 

個人情報取扱業務 WEB システム                   １９８千円 

 

【備品購入費】                     ７，４４５千円 

市町村基幹業務支援システム（福祉系）ドメインサーバ機器  ３，０８０千円 

健康管理システムサーバ機器                 ３，８７３千円 

土地改良積算システム利用端末                  ２４６千円 

介護ワンストップサービス利用端末                ２４６千円 

 

【負担金補助及び交付金】                   ８，３１３千円 

京都府・市町村共同開発システム運用費等負担金         ４，０８０千円 

特定個人情報の提供の求め等に係る電子計算機の設置等関連事務の負担金 

                               ４，１８３千円 

地域情報センター参加負担金                     ５０千円 

担当課 総務課 

 

 

  



令和２年度当初予算主要事項説明 

    款（総務費）・項（総務管理費） 

事業名 新交通推進事業 

予算額 １０，６３９千円 新規・継続の別 新規 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

利便性の高い公共交通を構築するにあたり、令和元年度に計画、検討してきた

交通再編事業について、新たな交通網の構築を行い、村内交通の利便性向上のた

め再編事業を推進する。 

 

≪実施内容≫ 

・デマンド交通の実施 

・やまなみ交通村タクシー(仮称)の事務所支援や公共交通相談支援センターとし

ての事務所開設費用 

・地域公共交通会議開催等経費（会議湯茶準備費用） 

 

≪予算内訳≫ 

【報償費】                           ３６千円 

地域公共交通会議講師謝礼  9,000 円×4回 

【旅 費】                           １２千円 

職員の出張旅費       

【需用費】                          ６８８千円 

消耗品費、燃料費、食糧費、印刷製本費、光熱水費 

【役務費】                        ２，７８６千円 

通信運搬費、手数料、保険料 

【使用料及び賃借料】                     ３７４千円 

駅事務所使用料等 

【公有財産購入費】                    ３，２６４千円  

車両１台(10 人乗)購入費用           

【備品購入費】                        ５００千円 

駅事務室備品等              

【負担金補助及び交付金】                  ２，９７９千円 

補助金等           

担当課 総務課 

 



令和２年度当初予算主要事項説明 

款（消防費）・項（消防費） 

事 業 名 災害対策費 

予 算 額 ６，８７９千円 新規・継続の別 新規・継続 

事 業 内 容 

 

≪目的・趣旨≫ 

 住民の生命、財産を守るため、災害に備える物品の購入等を行う。 

 又、淀川水系木津川上流の洪水浸水想定区域の見直しに伴い、本

村の防災のしおりを改訂し、住民等に対し広く周知する。 

 

≪実施内容≫ 

災害備蓄食料品や資材を購入するとともに、災害対策費用保険に

加入する。 

 防災のしおりにおける浸水想定区域の変更及び、土砂災害警戒区 

域の精査、修正を行い、２，０００部印刷製本し配布する。 

 

≪予算措置≫ 

【需用費】                   ５００千円 

   備蓄用食料品、備蓄用資材、消耗品等 

 

【役務費】                   ８７９千円 

   災害対策費用保険費用 

 

【委託料】                 ５，５００千円 

防災のしおり作成 

担 当 課 総務課 

 


